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【別紙様式１】

平成２２年度学校経営計画表
１ 学校の現状

学校番号 １０５ 学校名 茨城県立猿島高等学校 課 程 全日制 学校長名 小島 淳

教頭名 田沼 祐子 事務(室)長名 木戸 浩明

教職員数 教 諭 ２３ 養護助 １ 常 勤 ６ 非常勤 ６ ５ 事 務 ３ 技 術 ６ 計 ５０実習教諭・実習
教 諭 講 師 講 師 職 員 職員等講師・実習助手

１年 ２年 ３年 ４年 合計
小学科 合計クラス数

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

普 通 科 ３ ８ － － ３ ８ １
生 徒 数

園 芸 科 ５ １５ － － ５ １５ １

緑地土木科 １０ ０ － － １０ ０ １

総 合 学 科 ６２ ５８ ５７ ３９ １１９ ９７ ６

２ 目指す学校像

（１）一人一人の生徒を大切にし，きめの細かい指導を行う学校。
（２）一人一人の個性を伸ばし，自己実現を図る学校。
（３）地域に開かれ，社会に貢献する学校。
（４）よりよい自然環境，生活環境に配慮する学校。

３ 現状分析と課題（数量的な分析を含む）

項 目 現 状 分 析 課 題

教科指導 学力の低い生徒が多い。学力のばらつきが大きい（学検点 ＴＴ授業や習熟度別学習の充実。
） ， 。の差が大きい 。授業に対する集中力が低い。 授業参観などの内部研修を充実し 分かる授業の工夫を図る

学習意欲の低い生徒が多い。実技への興味関心が強い。 選択科目教科を充実し，生徒の興味関心を引き出す。

生徒指導 基本的生活習慣（服装・頭髪・遅刻）の乱れが見られる。 公衆道徳やマナー教育の充実。交通安全教育の充実。
交通事故が減少した。小さな問題行動（喫煙等）が減少し 生徒の非行防止教育の徹底。
た。強い心の悩みを持つ生徒が多い。 スクールカウンセラーの充分な活用を目指す。
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進路指導 一昨年は，進路決定 ％を達成したが，ここ数年来，自 不況下の就職口の確保と内定率の維持に努める。家庭との緊100
分の身につけた知識・技能を将来に生かす意欲が欠如し， 密な連携を図り，生徒の将来設計に基づく，進学実現を達成
自己向上の取り組みへの関心が薄い生徒が多い。 する。

特別活動 部活動の参加生徒数が少ない。高体連関係大会の成績が上 部活動の数量的充実。
がらない。リーダー的存在の生徒が育ちにくい。 ホームルーム活動の充実強化。

４ 中期的目標

魅力に満ちた校風で，入学希望者が増える学校となり，地域に信頼され，地域に貢献できる学校づくりを目指す。

５ 本年度の重点目標

重 点 項 目 重 点 目 標

基礎学力の向上を図る。 ① 生徒一人ひとりの能力に応じた分かりやすい授業の創意工夫により，各教科・科目の興味・
関心を高めるように努める。
② ＴＴ授業や習熟度別授業の充実を図る。

基本的な生活習慣の確立を図る。 ③ 規律ある学校生活を送るため，ホームルーム活動や学年集会，学校行事等を通して，正しい
判断による自己表現力と豊かな人間関係の醸成を図る。

教育相談の充実を図る。 ④ 心の健康を大切にし，生徒の心の悩みを解決するため，教育相談の充実を図る。

特別活動の活性化を図る。 ⑤ 部活動に意欲的に参加し，活動が継続できるように顧問教師と部員及び部員相互の望ましい
人間関係の醸成に努め，部活動の活性化を図る。

⑥ ＨＲ活動・生徒会活動・学校行事の活性化を図る。

進路指導の充実を図る。 ⑦ 人間としての在り方生き方を学び，進路意識を高める。

⑧ 農業実習，建設現場等でのインターンシップを通し，望ましい職業観や労働観を養成し，生
徒の進路意識の高揚を図る。

特色ある施設・設備を生かした地域と ⑨ 農業関連学科特有の施設・設備を最大限に生かして，食の安全安心等に関わる特色ある開放
の連携交流の推進を図る。 講座や体験講座を開設し，地域との連携・交流に努め，地域に貢献すとともに，地域からの信

頼を確保する。
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